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ファンド全体への資金流入半減 

2022年４月の日本籍追加型株式投信（ＥＴＦを除く。以降、ファンドと表記）の推計資金流出入をみ

ると、主として外国株式や国内株式を投資対象とするものを中心に資金流入があり、全体で 3,600億

円の資金流入があった【図表１】。ただ、３月と比べると外国株式とバランス型は資金流入が減少し、

外国債券と外国ＲＥＩＴは資金流出に転じたため、ファンド全体の流入金額は３月の 7,900 億円から半

減し、2020年 12月以降で最小だった。 
 

４月は、外国株式への資金流入が 2,600億円と３月の 5,500億円から約 2,800億円も減少したこと

が何よりも大きかった。外国株式では、４月にＳＭＡ専用ファンド（紺棒）から 400億円ほど資金流出

していたこともあるが、ＳＭＡ専用ファンド以外でもタイプによらず流入が減少した。 

 

【図表１】 2022 年４月の日本籍追加型株式投信（除く ETF）の推計資金流出入 

 
   （資料） Morningstar Direct より作成。各資産クラスはイボットソン分類を用いてファンドを分類。 
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一部の外国株式のアクティブで売却が膨らむ 

外国株式では、ＳＭＡ専用ファンド除外するとインデックス型（黄棒）への資金流入が 2,000億円と

３月の 3,000億円から 1,000億円減少し、アクティブ型（緑棒）が 1,000億円と３月の 2,200億円か

ら 1,200億円減少した【図表２】。特に、アクティブ型の資金流入の鈍化が顕著で 2020年７月以降で

最小となった。 
 

個別ファンドごとにみると、４月も３月から引き続きインデックス型、アクティブ型問わず投資家

の人気を集めた外国株式ファンドがあった。実際に４月に資金流入が大きかった上位 10 本のうち外

国株式のインデックス型（青太字）とアクティブ型（赤太字）が、それぞれ４本あった【図表３】。こ

れらの８本については３月と比べて資金流入が減少しているものもあるが、外国株式全体ほど資金流

入が鈍化している傾向はなかった。 
 

【図表２】 外国株式ファンドの資金流出入の推移 

 
   （資料） Morningstar Direct より作成。2022 年４月のみ推計値。 

 

【図表３】 2022 年４月の推計純流入ランキング 

 
（資料） Morningstar Direct より作成。ETF、SMA・DC 専用ファンドは除く。 
 

【図表４】 2022 年４月の推計純流出ランキング 

 
（資料） Morningstar Direct より作成。ETF、SMA・DC 専用ファンドは除く。 
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インデックス型 アクティブ型 SMA専用

 ファンド名 運用会社
３月の推計

流出入
４月の推計

純流入
純資産

４月末時点
1位  アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信D毎月(ヘッジなし)予想分配金提示  アライアンス･バーンスタイン 611 億円 626 億円 17,453 億円

2位  eMAXIS Sl im 米国株式(S&P500)  三菱UFJ国際投信 661 億円 457 億円 11,600 億円

3位  eMAXIS Sl im 全世界株式(オール・カントリー)  三菱UFJ国際投信 287 億円 271 億円 4,980 億円

4位  アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Bコース(為替ヘッジなし)  アライアンス･バーンスタイン 354 億円 236 億円 6,098 億円

5位  キャピタル・インベストメント・カンパニー・オブ・アメリカ ICA  キャピタル･インターナショナル 171 億円 227 億円 1,041 億円

6位  楽天・全米株式インデックス・ファンド  楽天投信投資顧問 268 億円 207 億円 5,498 億円

7位  フィデリティ・世界割安成長株投信 Bコース(為替ヘッジなし)  フィデリティ投信 116 億円 181 億円 3,043 億円

8位  SBI・V・S&P500インデックス・ファンド  SBIアセットマネジメント 268 億円 181 億円 5,440 億円

9位  ファンドスミス・グローバル・エクイティ・ファンド  アセットマネジメントOne 254 億円 175 億円 2,441 億円

10位  日経225ノーロードオープン  アセットマネジメントOne -106 億円 155 億円 2,287 億円

 ファンド名 運用会社
３月の推計

流出入
４月の推計

純流出
純資産

４月末時点
1位  グローバルESGハイクオリティ成長株式ファンド(為替ヘッジなし) アセットマネジメントOne -64 億円 -157 億円 8,820 億円

2位  イノベーティブ・カーボンニュートラル戦略ファンド 三井住友DSアセットマネジメント -31 億円 -146 億円 1,992 億円

3位  JPMグローバル医療関連株式ファンド JPモルガン･アセット･マネジメント -22 億円 -137 億円 625 億円

4位  グローバル・ヘルスケア&バイオ・ファンド 三菱UFJ国際投信 -25 億円 -103 億円 2,025 億円

5位  グローバル・プロスペクティブ・ファンド 日興アセットマネジメント -73 億円 -91 億円 3,821 億円

6位  グローバル・ハイクオリティ成長株式ファンド(為替ヘッジなし) アセットマネジメントOne -55 億円 -68 億円 5,253 億円

7位  テトラ・エクイティ 三井住友DSアセットマネジメント -45 億円 -66 億円 522 億円

8位  東京海上・円資産バランスファンド(毎月決算型) 東京海上アセットマネジメント -65 億円 -64 億円 5,313 億円

9位  ダイワ・US-REIT・オープン(毎月決算型) Bコース(為替ヘッジなし) 大和アセットマネジメント 53 億円 -61 億円 7,514 億円

10位  アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信C毎月(ヘッジあり)予想分配金提示 アライアンス･バーンスタイン 24 億円 -61 億円 4,744 億円
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その一方で４月に資金流出が大きかった上位 10 本をみると、うち７本が外国株式のアクティブ型

（赤太字）であった【図表４】。特に流出が大きかった４本は流出金額が３月から急増し、100億円を

超えた。３月に資金流出が最大であった外国株式ファンドは「グローバル・プロスペクティブ・ファ

ンド」で 73億円であったことからも、４月に売却が多かったことが分かる。４月のアクティブ型への

資金流入の急減は、売却に動く投資家が多かったことが要因の一つとしてあげられるだろう。 
 

３月中旬以降、世界的に株価が持ち直し、また急激に円安が進行したことも追い風になり、３月末

時点で基準価額が年初の水準まで戻している外国株式ファンドが多く、元々、利益確定売りが出やす

い状況であった。さらに４月に入り再び米金融政策に対する不透明感から米国株式を中心に外国株式

が下落する中、更なる下落を警戒して円安によって基準価額が持ちこたえているうちに売却しようと

する投資家が多かったのかもしれない。 
 

ただ、インデックス型でも４月は資金流入が鈍化し、流入金額は 2022年に入って最小であった。ア

クティブ型ほどではなかったかもしれないが、先行きに対する不透明感が高まる中で売却もしくは追

加投資を見送る投資家もいたものと思われる。５月も４月と同様もしくはそれ以上に厳しい運用環境

となっており、アクティブ型、インデックス型問わず外国株式ファンドの資金流入が大幅に減少する

か、もしくは資金流出に転じるかが注目される。 
 

予想分配金提示型の動向も気になる 

なお、「アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信」は予想分配金提示型のＤコース（１位）

とＢコース（４位）の為替ヘッジなしの２コースへの資金流入は４月に入っても堅調であった【図表

３】。その一方で為替ヘッジありの予想分配金提示型であるＣコース（10位）は 60億円と金額こそ小

さいが資金流出に転じた【図表４】。 
 

Ｃコースは為替ヘッジをしているため足元の円安の恩恵を受けることができない。ルール通りでは

あるが３月、４月と２カ月連続で分配金が出なかったことがきっかけとなり、売却が膨らんだのかも

しれない。為替ヘッジありでも非予想分配金提示型のＡコースは４月に３月以上の資金流入があった。 
 

５月はＣコースだけでなく為替ヘッジなしのＤコースでも分配金が再び出なくなる可能性がある。

予想分配金提示型は結果的に高い分配金が出続けていたこともあって 2021 年に大人気となっていた

が、分配金があまり期待できなくなっている運用環境下でも人気が維持できるのか注目である。 
 

外国ＲＥＩＴやバランス型でも売却、手控え 

その他、外国ＲＥＩＴは４月に 500億円の資金流出に転じ、１月以来、３カ月ぶりの純流出となった。

外国ＲＥＩＴ自体は株式よりも堅調であったが、金融環境の不透明感が高まる中、外国株式のアクティブ

型と同様に売却する投資家が多かった。 
 

また、バランス型は４月に 300億円の資金流入と３月の 900億円流入から鈍化した。ＳＭＡ専用ファ

ンド全体への資金流入も 2021 年２月ぶりにほぼなく、４月に売却もしくは追加投資を控える投資家

が多かったことがうかがえる。 
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外国債券も４月は 500億円の資金流出に転じた。ただ、３月は新設ファンドによって外国債券への

資金流入が膨らんでおり、新設ファンドやＳＭＡ専用ファンドを除外すると３月、４月ともに 600億円

程度の資金流出であった。１月、２月が 200億円弱の資金流出であったため、３月、４月は売却が膨

らんでいる。為替ヘッジしていない外国債券ファンドは３月中旬からの円安の進行によって基準価額

の上昇しており、それに伴って売却する投資家が多かった様子である。 
 

 その一方で国内株式は 800億円の資金流入と３月の 500億円流入から増加した。国内株式では一般

販売されているインデックス型に 700億円に迫る資金流入があった。日経平均株価が２万 7,000円を

下回った翌営業日にはインデックス型への資金流入が膨らむ傾向があり、逆張り投資は健在であった。

国内ＲＥＩＴも 200 億円の資金流入と３月とほぼ同規模であり、国内の２資産クラスのファンドの販売

は比較的、堅調であった。 
 

ロシア関連ファンドのパフォーマンスが好調のように見えるが 

４月に高パフォーマンスであったファンドをみると、ロシア・ルーブルが 1.4円台から 1.8円台と

20％以上上昇したため、ロシア関連ファンド（青太字）が好調であった【図表５】。その他、トルコや

インドネシアなど一部の新興国関連ファンド（赤太字）も好調であった。 
 

ただ、ロシア関連ファンドは３月以降、ほとんどすべてのファンドで売買不可となり、ロシア・ル

ーブルの通貨選択型ファンドについては売買、特に売却が可能になってきているが、ロシア株式ファ

ンドやロシア債券ファンドは執筆時点でも売買不可となっている。そのため３月以降のロシア関連フ

ァンド、特にロシア株式ファンドやロシア債券ファンドの基準価額やそれを元に算出した収益率はあ

くまでも参考値として留意する必要があるだろう。 
 

【図表５】 2022 年４月の高パフォーマンス・ランキング 

 
（資料） Morningstar Direct より作成。2022 年４月末残高が 10 億円以上の ETF、ブル・ベア型以外のファンドでランキング。 

 

 

 

 

 

 
 

 

（ご注意）当資料のデータは信頼ある情報源から入手、加工したものですが、その正確性と完全性を保証するものではあり 

ません。当資料の内容について、将来見解を変更することもあります。当資料は情報提供が目的であり、投資 

信託の勧誘するものではありません。 

ファンド名 運用会社
４月の
収益率

過去１年
収益率

純資産
４月末時点

1位  DWS ロシア・ルーブル債券投信(年2回決算型)  ドイチェ･アセット･マネジメント 23.6 % -17.8 % 22 億円

2位  DWS ロシア・ルーブル債券投信(毎月分配型)  ドイチェ･アセット･マネジメント 23.5 % -16.9 % 38 億円

3位  三菱UFJ 米国ﾊﾞﾝｸﾛｰﾝﾌｧﾝﾄﾞ 通貨選択シリーズ<ロシアルーブル>毎月  三菱UFJ国際投信 23.0 % 30.1 % 27 億円

4位  ダイワ・ロシア株ファンド  大和アセットマネジメント 17.3 % -36.0 % 16 億円

5位  トルコ株式オープン  SOMPOアセットマネジメント 14.7 % 21.7 % 37 億円

6位  国際・キャピタル 日本株式オープン(通貨選択型)ロシア・ルーブル(毎月決算)  三菱UFJ国際投信 13.2 % 10.6 % 13 億円

7位  トルコ・ボンド・オープン(毎月決算型)  大和アセットマネジメント 11.5 % -23.8 % 41 億円

8位  ノムラ・アジア・シリーズ(ノムラ・インドネシア・フォーカス)  野村アセットマネジメント 10.4 % 50.0 % 37 億円

9位  アムンディ・インドネシア・ファンド  アムンディ･ジャパン 8.5 % 39.3 % 12 億円

10位  SMTAMコモディティ・オープン  三井住友トラスト･アセットマネジメント 8.4 % 69.1 % 35 億円


